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本
年
度
で
第
七
九
回
を
迎
え
る
全
国
安
全
週
間
の
準
備

月
間
中
の
行
事
と
し
て
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
と
の
共

催
に
よ
り
、
去
る
六
月
二
日(

金)

、
日
立
労
働
会
館
に
お

い
て
、
二
八
二
名
の
参
加
を
得
て
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

説
明
会
は
坪
和
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
か
ら
始
ま
り
、

稲
垣
副
会
長
並
び
に
細
谷
署
長
の
主
催
者
挨
拶
、
次
に
監

督
署
の
山
口
第
三
方
面
主
任
監
督
官
よ
り
「
全
国
安
全
週

間
実
施
要
綱
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

特
別
講
演
は
、
中
災
防
の
月
刊
誌
「
安
全
衛
生
の
ひ
ろ

ば
」
等
に
執
筆
さ
れ
て
お
ら
れ
る
安
全
衛
生
の
バ
ト
ン
研

究
会
代
表

菊
池

昭
氏
を
招
き
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

と
防
止
対
策
」
―
人
は
な
ぜ
災
害
を
起
こ
す
の
か
―
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
菊
池
氏
は
、
「
人
間
は
間
違
い
を
起
こ
す

動
物
で
あ
る
」
を
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
の
原
点
と
し
、

人
間
行
動
と
労
働
者
の
心
理
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー

の
原
因
を
対
応
可
能
な
も
の
、
対
応
が
困
難
な
も
の
、
管

理
面
か
ら
見
た
不
安
全
行
動
等
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
毎
に
事
例
を
上
げ
ら
れ
判
り
易
く
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。

　

職
場
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止
対
策
は
、

た
い
へ
ん
関
心
の
高
い
事
項
で
あ
り
、
参
加
者
は
最
後
ま

で
熱
心
に
、
メ
モ
を
と
り
ま
が
ら
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
平
口
常
任
理
事
の
閉
会
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度　

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　

　
　

『
全
員
参
加
で
リ
ス
ク
の
低
減

　
　
　
　
　

確
立
し
よ
う
「
安
全
文
化
」
』

平
成
十
八
年
度　

　

全
国
安
全
週
間
説
明
会
を
開
催

特別講演　菊池　昭氏

細谷署長挨拶

山口第三方面主任より実施要綱の説明

稲垣副会長挨拶


